






要約:学習障害(Learning Disabilities;LD)を早期に発見する目的で、3 歳児健診(対象児

数約 2600 名)から言葉の遅れなどのリスク因子によってスクリーニングをおこなった。18

名を LD リスクとして選定し、そのうち13 名が就学前年齢まで追跡調査できた。その結果、

知的には正常から軽度精神遅滞まで広範囲に分布していた。就学前年齢においても LD ま

たは LD リスクと診断されたのはわずかに 3 名(出現率 O.1%)のみであった。文献的な本邦

における疫学調査からの出現率(約 3%から 7.7%)に比べると、今回の結果はきわめて低頻

度であった。以上から、今回の対象児を就学後まで追跡する必要はあるが、3 歳でのリス

ク因子をもっと幅広くとらえ、見直しをはかる必要があると考えられる。


